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2 Pa-7 　老化と食生活

中京短大Ｏ岡田悦政、暁学園短大　岡田瑞恵

中京短大　桑山千草、乙野美幸

食　　物

目的　老化のメカニズムは未だ解明されておらず、また、老化の定義も曖昧なもので

　　ある。そこで我々は、健康であるならば労働時間に老化の尺度が反映されると考

　　え、指標の一つとして仮定した。これを基準として、老化の機構上重要と考えら

　　れているフリーラジカルとの関連性から、その除去の可能性が示唆されている食

　　物摂取と老化との関係について考察、検討を行ったので、ここに報告する。

方法　5 2 4名にアンケートを実施し、有効回答者9 1名のうち、６０才以上を対象

　　としてさらに詳しい調査を実施した。調査内容は、職業及び労働時間、食物摂取

　　状況、疾病状況及び父母の死亡年齢等について行った。

結果　調査対象者は4 3名、その平均年齢は75.0才、１日の平均労働時間は4.6時間

　　であった。対象者の父母の死亡平均年齢は、父65.8才、母68.8才であった。特に

　　通院を必要とする疾病者はほぼ半数あり、疾病の内容は様々であったが、高血圧、

　　心臓病、白内障、神経痛等高齢者に主に見られるものであった。労働時間を基準

　　にしたビタミン摂取状況は労働時間Ｏに対して、労働時間４時間迄と５時間以上

　　をそれぞれ比較してみた。結果は、食物摂取状況から換算してＶＡではそれぞれ

　　1.8、2.1倍増加していた。同様に、ＶＣは1.6、1.8、VEは1.0、1.4倍摂

　　取していた。疾病のあるものに対して疾病のないものの同様な摂取状況は次のよ

　　うてあった。VA2.2倍、VC0.8倍、VE1.2倍であった。疾病の種類も様々

　　であるためか、ビタミンＣのみ多く摂取される傾向は見られなかった。

2 Pa-8 インドネシアと日本の食生活について

　　（第２報）インドネシアにおける栄養指導

　　　　　　　　　　　　茨城女子短大　　　　松永暁子

　〈目的〉インドネシヤでは，国民の栄養摂取の向上，とくに村の乳幼児の健康増進のため

の食生活改善が進められている。演者らはさきに1)中部ジャワのチョプラン村で食生活

の実態を調査し，栄養摂取のあり方についていくっかの問題点を見出した。これらを改善

するてがかりとして，比較的栄養のバランスがよいとされている日本の食生活の実情を知

るため，水戸市で普通の家庭の食事を調査し，比較した。今回は，インドネシアにおける

栄養指導・食物教育の実情を知る目的で現地で調査を行った。

　〈方法〉①ジャカルタ市郊外の村で，乳幼児の検診，および主婦を対象とした栄養指導の

実際を見学した。②ジャカルタ市および郊外の小・中・高校の家庭科の食物教育の実情を

調査した。③所轄官庁を訪問すると共に，資料を収集した。

　〈結果〉インドネシアにおける栄養指導は，政府・厚生省を中心に｢家族の栄養改善努力

(UPGK)｣活動が，中央から地方の村に至るまで組織的におし進められていた。とくに村で

は, POSYANDUと呼ばれる５歳未満児とその母親を対象とした乳幼児の検診，家族計画，栄

養指導活動が行われていた。食品群の分け方は，4つや５つの方法が多かったが，日本と

同じ６つの食品群も用いられている。学校教育の中では，栄養，食教育は主として家庭科

で扱い，家庭科は小・中学校では必修で高校は選択であるが，男女共修で仲よく調理実習

を行っていた。国づくりの基礎とも云うべき国民の健康・栄養の向上に政府は真剣に取り

組み，村では活発な普及活動が行われていた。

　1)ワティイワヌデイン，松永暁子：第41回日本家政学会研究発表要旨P98(1989)
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